
第 ２ 回 定 例 会      議案第８７号 

 

 令和７年度 下関市病院事業会計補正予算（第１回） 

 

（総 則） 

第１条 令和７年度病院事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。 

 

 （収益的収入の補正） 

第２条 令和７年度下関市病院事業会計予算（以下「予算」という。)第３条に

定めた収益的収入の予定額を次のとおり補正する。 

（科 目） （既決予定額）    （補正予定額）      （ 計 ） 

収   入 

 第１款 病院事業収益 

       1,141,672 千円       2,881 千円    1,144,553 千円 

  第２項 医業外収益 

         274,340 千円       2,881 千円      277,221 千円 

 

（資本的収入及び支出の補正） 

第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

（科 目） （既決予定額）    （補正予定額）      （ 計 ） 

収   入 

 第１款 資本的収入 

         71,391 千円     112,320 千円      183,711 千円 

  第３項 補助金 

           2,750 千円     112,320 千円      115,070 千円 

支   出 

第１款 資本的支出 

107,217 千円       112,320 千円      219,537 千円 

  第１項 建設改良費 

34,500 千円      112,320 千円      146,820 千円 
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 （債務負担行為の補正） 

第４条 予算第５条に定めた債務負担行為の追加は、次による。 

事  項 期  間 限 度 額 

新病院整備事業支援業務 
令和７年度から 

令和11年度まで 
419,000 千円 

 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正） 

第５条 予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。 

（科 目）   （既決予定額）    （補正予定額）      （ 計 ） 

職員給与費    747,007 千円         800 千円     747,807 千円 

 

 （他会計からの補助金の補正） 

第６条 予算第 10 条中「36,194 千円」を「39,075 千円」に改め、次の１文を

加える。 

  新病院整備のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、 

112,320 千円である。 

 

令和７年６月６日提出 

                   下関市長 前田 晋太郎 
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補正予算に関する説明書

　　収　　　　　入 （単位：千円）

1 病 院 事 業 収 益 1,141,672 2,881 1,144,553

2 医 業 外 収 益 274,340 2,881 277,221

2 補 助 金 50,028 2,881 52,909

収 益 的 収 入 及 び 支 出

令和７年度　下関市病院事業会計予算実施計画

既決予定額 計 備考款 項 目 補正予定額
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補正予算に関する説明書

　　収　　　　　入 （単位：千円）

1 資 本 的 収 入 71,391 112,320 183,711

3 補 助 金 2,750 112,320 115,070

1 他 会 計 補 助 金 2,750 112,320 115,070

　　支　　　　　出 （単位：千円）

1 資 本 的 支 出 107,217 112,320 219,537

1 建 設 改 良 費 34,500 112,320 146,820

3 新病院整備事業費 0 112,320 112,320

備考補正予定額項款

既決予定額

既決予定額 計目

令和７年度　下関市病院事業会計予算実施計画

資 本 的 収 入 及 び 支 出

計 備考項款 補正予定額目
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（単位：千円）

　既決予定額 　補正予定額 　計

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益（△は純損失） △ 108,328 2,881 △ 105,447

減価償却費 91,383 91,383

退職給付引当金の増減額 16,162 16,162

賞与引当金の増減額 3,975 3,975

貸倒引当金の増減額 9 9

長期前受金戻入額 △ 53,227 △ 53,227

受取利息及び受取配当金 △ 3 △ 3

支払利息 6,123 6,123

固定資産除却費 399 399

未収金の増減額（△は増加） 19,597 19,597

未払金の増減額（△は減少） △ 2,101 △ 2,101

たな卸資産の増減額（△は増加）

小計 △ 26,011 2,881 △ 23,130

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △ 6,123 △ 6,123

業務活動によるキャッシュ・フロー △ 32,131 2,881 △ 29,250

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 29,000 △ 112,320 △ 141,320

45,391 112,320 157,711

リース債務の返済による支出 △ 5,500 △ 5,500

投資活動によるキャッシュ・フロー 10,891 10,891

財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入 100,000 100,000

一時借入金の返済による支出 △ 100,000 △ 100,000

建設改良企業債による収入 26,000 26,000

建設改良企業債の償還による支出 △ 72,717 △ 72,717

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 46,717 △ 46,717

資金増減額 △ 67,957 2,881 △ 65,076

資金期首残高 82,550 82,550

資金期末残高 14,593 2,881 17,474

Ⅲ

一般会計又は他の特別会計からの
繰入金による収入

令和７年度　下関市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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（単位：千円）

豊田中央病院
(２診療所含む)

旧豊浦病院 新病院整備事業

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益（△は純損失） 2,881

減価償却費

退職給付引当金の増減額

賞与引当金の増減額

貸倒引当金の増減額

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

固定資産除却費

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

小計 2,881

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー 2,881

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 112,320

112,320

リース債務の返済による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入

一時借入金の返済による支出

建設改良企業債による収入

建設改良企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増減額 2,881

資金期首残高

資金期末残高 2,881

Ⅱ

Ⅲ

一般会計又は他の特別会計からの
繰入金による収入

Ⅰ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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債 務 負 担 行 為

期　間 金　額

千円 千円

新病院整備事業支援業務 419,000 － －

前年度末までの支払義務発生(見込)額
事　　項 限　度　額
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債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書

期　間 金　額 他会計補助金 そ の 他

千円 千円 千円

令和７年度から
令和11年度まで

419,000 419,000 －

当該年度以降の支払義務発生予定額 左の財源内訳

9



注　記

 Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

 　１　資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品

　先入先出法による原価法による。

 　２　固定資産の減価償却の方法

 　（１）有形固定資産

　減価償却の方法

定額法

　主な耐用年数

建物 15 ～ 47 年

構築物 9 ～ 15 年

器械及び備品 3 ～ 15 年

車両運搬具 4 ～ 5 年

 　（２）リース資産

ア　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

イ　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

 　３　引当金の計上方法

 　（１）退職給付引当金

　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当す

る金額のうち、「企業会計及び官庁会計に在籍した職員に係る退職手当の負担に関する

要綱」に基づき、一般会計等が負担すると見込まれる金額を除く額を計上している。

 　（２）賞与引当金

　職員の期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支払に備えるため、当

年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負担に属する額（１２月から３

月までの４か月分）を計上している。

 　（３）貸倒引当金

　債権の不納欠損による損失に備えるため、実積率等による回収不能見込額を計上して

いる。

 　４　その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項

 　（１）消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税

等については、当年度の費用として処理している。ただし、固定資産に係る控除対象外

消費税等については、取得資産の付随費用として資産の取得価額に算入している。

 　（２）下関市立豊浦病院に係る元利償還金について

　平成２８年４月１日に譲渡した下関市立豊浦病院に係る企業債の元利償還金及び他会

計負担金については、引き続き病院事業会計に計上している。

 　（３）新病院整備事業について

　令和７年度から新病院整備に係る予算を計上している。
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 　５　リース取引の処理方法

 　（１）ファイナンス・リース取引

ア　所有権移転ファイナンス・リース取引（リース取引が１年以内のリース取引及びリ

　ース料総額が３００万円以下のファイナンスリースを除く。）

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。

イ　ア以外のファイナンス・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。

 Ⅱ．予定キャッシュ・フロー計算書等に関する注記

 　１　重要な非資金取引の内容

　当年度に新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額は、それ

ぞれ33,000千円及び27,500千円である。

 Ⅲ．予定貸借対照表等に対する注記

 　１　企業債の償還に係る他会計の負担

　前年度貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のう

ち、他会計が負担すると見込まれる額は165,781千円である。

　当年度貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のう

ち、他会計が負担すると見込まれる額は136,724千円である。

 　２　ファイナンス・リース取引に係るリース債務

　リース債務は、消費税及び地方消費税相当額を含んでいる。

 Ⅳ．セグメント情報に関する注記  

 　１　報告セグメントの概要

　下関市病院事業会計は、平成２８年４月１日に下関市立豊浦病院を譲渡したことによ

り、下関市立豊田中央病院（下関市立豊田中央病院殿居診療所及び下関市立角島診療所

を含む）のみの運営となった。

　しかしながら、下関市立豊浦病院の元利償還に係る業務が残っていること、新病院整

備にかかる予算を計上することから、下関市立豊田中央病院（２診療所を含む）、旧下

関市立豊浦病院及び新病院整備事業の３つを報告セグメントとしている。

　なお、各報告セグメントに属する事業の内容は、以下のとおりである。

セグメント区分 事 業 の 内 容

 下関市立豊田中央病院
 （２診療所を含む）

 一般外来・入院医療業務、救急医療業務、へき地医療業務

 新病院整備事業  新病院の整備に係る業務

 旧下関市立豊浦病院  旧下関市立豊浦病院の元利償還に係る業務
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 　２　報告セグメントごとの医業収益等

 　（１）前年度予定（令和６年度：令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

（単位：千円）

 　（２）当年度予定（令和７年度：令和７年４月１日～令和８年３月３１日）

（単位：千円）

1,405,173

1,171,353

462,970

合　計

779,859

1,060

△ 348,483

豊田中央病院
(２診療所含む)

旧豊浦病院 新病院整備事業

92,405

1,439

1,060

55,965 112,320 168,285

91,383 91,383

1,060 7,660 8,720

285,282 1,234 286,516

1,207,474 83,235 112,320 1,403,029

1,082,836 76,670 112,320 1,271,826

△ 348,483

△ 112,490 △ 617 △ 113,107

1,203,895 1,203,895

57,014 57,014

　 特別損失

　 有形固定資産及び
 　無形固定資産の増加額

　 減価償却費

　 特別利益

 その他の項目

　 他会計繰入金
　 （収益的収入）

 セグメント資産

 セグメント負債

 医業損益

 経常損益

 医業費用

　 救急の医療を確保する
 　ために要する経費

 医業収益

　 有形固定資産及び
 　無形固定資産の増加額

25,792

合　計

855,412 855,412

25,792

　 特別利益

　 特別損失

　 減価償却費 101,929

 その他の項目

　 他会計繰入金
　 （収益的収入）

 セグメント資産

 セグメント負債

1,316,076

1,078,948

461,531

101,929

89,097

7,500 9,638

127

2,138

127

 医業損益 △ 358,738

 経常損益 122,588

　 救急の医療を確保する
 　ために要する経費

55,493

123,308

55,493

△ 358,738

△ 720

 医業費用 1,138,597

 医業収益

豊田中央病院
(２診療所含む)

旧豊浦病院

779,859

1,138,597
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 Ⅴ．その他の注記

 　１　退職給付引当金の目的使用による取り崩し

　前年度において、退職手当を支給するため、退職給付引当金37,975千円を取り崩す。

 　２　賞与引当金の目的使用による取り崩し

　前年度において、期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支払をする

ため、賞与引当金35,579千円を取り崩す。

　当年度において、期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支払をする

ため、賞与引当金36,474千円を取り崩す。
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　　収　　　　入　 （単位：千円）

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 備　考

1,141,672 2,881 1,144,553

274,340 2,881 277,221

50,028 2,881 52,909

 他 会 計 補 助 金 50,028 2,881 52,909

  

２ 医　業　外　収　益

令和７年度　下関市病院事業会計予算実施計画明細書

収 益 的 収 入 及 び 支 出

２ 補　　助　　金

 １ 病　院　事　業　収　益
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（単位：千円） 　　施 設 別 内 訳 （単位：千円）

款 項 目 節 豊田中央病院 殿居診療所 角島診療所 旧豊浦病院
新病院
整備事業

2,681 100 100

2,681 100 100

2,681 100 100

 他 会 計 補 助 金 2,681 100 100

２ 医　業　外　収　益

２ 補　　助　　金

 １ 病　院　事　業　収　益
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　　収　　　　入　 （単位：千円）

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 備　考

71,391 112,320 183,711

2,750 112,320 115,070

2,750 112,320 115,070

  

　　支　　　　出　 （単位：千円）

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 備　考

107,217 112,320 219,537

34,500 112,320 146,820

0 112,320 112,320

事 務 員 手 当 0 800 800

旅 費 0 200 200

委 託 料 0 80,320 80,320

負 担 金 0 31,000 31,000

  

令和７年度　下関市病院事業会計予算実施計画明細書

資 本 的 収 入 及 び 支 出

３ 補　 助　 金

 １ 資　本　的　収　入

３ 新病院整備事業費

１ 建　設　改　良　費

１ 他 会 計 補 助 金

 １ 資　本　的　支　出
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（単位：千円） 　　施 設 別 内 訳 （単位：千円）

款 項 目 節 豊田中央病院 殿居診療所 角島診療所 旧豊浦病院
新病院
整備事業

112,320

112,320

112,320

（単位：千円） 　　施 設 別 内 訳 （単位：千円）

款 項 目 節 豊田中央病院 殿居診療所 角島診療所 旧豊浦病院
新病院
整備事業

112,320

112,320

112,320

事 務 員 手 当 800

旅 費 200

委 託 料 80,320

負 担 金 31,000

 １ 資　本　的　支　出

１ 他 会 計 補 助 金

３ 補　 助　 金

 １ 資　本　的　収　入

３ 新病院整備事業費

１ 建　設　改　良　費
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